
最先端の金融プロダクツと専門スタッフを集中した投
資銀行部門では、お客さまに最高の金融サービスを提供
できる体制を整えています。平成１３年度上期についても、
さまざまな分野で成果をあげています。

お客さまの事業再編・資産流動化ニーズに焦点を当て、
MBO（マネジメント・バイ・アウト）ファイナンス・売掛債
権や不動産の流動化・リース業務等に注力すると同時に、
大和証券SMBC（株）をはじめとする、国内外グループ会
社を活用し、お客さまに幅広くかつグローバルなサービ
スを提案し、提供していきます。
また、今後とも成長が見込まれるシンジケートローンを

はじめとする市場型間接金融市場の整備・育成に注力し、
ますます多様化する資金調達ニーズにお応えします。
大和証券SMBC（株）では、M&A業務、ストラクチャー

ド・ファイナンス等について、当行との連携を強化し、お
客さまに最高水準のサービスを提供することにより、本
格的インベストメントバンクの地位を確立していきます。
平成１３年１０月より制度施行となった確定拠出年金制度

に対しては、平成１２年９月に三井グループ、住友グループ
金融８社（当行および三井住友海上火災保険（株）の合併
により平成１４年２月現在６社）で共同設立した「ジャパン・
ペンション・ナビゲーター（株）」を活用して、制度導入コン
サルティング、運営管理業務、加入者向け投資教育業務
等を行っていきます。

国際部門では新銀行発足以降、「三井住友銀行（略称：
SMBC）」ブランドのプレゼンスを高めるために、「日系企
業の海外取引拡大・海外企業の対日進出支援（グローバ
ルネットワークの活用）」「国際CMSの推進と競争力強
化のためのサービスレベルの向上」「拠点配置の見直しに
よるアジア地域の業務推進力の強化」「アセットに頼ら
ないフィービジネスの強化」といった施策を中心に取り
組んでいます。

国際部門の使命はグローバル展開するお客さまのニー
ズに的確、かつスピーディーにお応えすることです。既
存ネットワークを最大限に活用するとともに有力金融機
関との戦略的な業務提携を進め、国内外双方向のグロー
バルニーズにリアルタイムにお応えできる営業体制を整
えていきます。米州・欧州においては金融サービス提供
と一層の高度化を図り、一方でリスク管理手法の高度
化・精緻化を進めて当行ビジネスモデルの確立に貢献して
いきます。また付加価値の高い取引の比重を高め、ポー
トフォリオの積極的な入れ替えを進めることで高い水準
でのSMVA達成を図っていきます。
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三井住友銀行

国際部門

【具体的成果】

グローバル企業とのCMS取引拡大
～有力金融機関との提携による地場通貨決済サービスの提供、
およびCMS機能の充実※１

カストディーサービス～専門誌においてNo.1の評価獲得※2

アジア地域拠点・出資先の戦略的見直し
～現地法人の整理統合実施、台北支店新設の具体化

対日進出非日系企業に対するソリューション提供
（国際法人営業部）

【今後の施策】

SMVA※3重視のポートフォリオ再構築と高付加価値取引強化

ネットワークを活用したグローバルリレーションシップの促進

決済関連サービス等、非アセット業務の更なる高度化

投資銀行部門

【具体的成果】

金融ソリューション営業の展開
～新設した金融ソリューション室を中心にソリューション
提案型ビジネスを展開

大和証券SMBC（株）との連携
～平成13年度上期株式新規公開・社債引受リーグテーブルで
首位を獲得

シンジケートローン取引アレンジ推進
～REIT（不動産投資信託会社）関連・M&A資金調達等の大型
案件の成約

【今後の施策】

事業再編・資産流動化ニーズへの対応

市場型間接金融への取り組み

大和証券SMBC（株）との連携

確定拠出年金業務推進

※1 邦銀初の中国語対応CMSの開発と販売開始。 ※2 出典｢Global Custodian｣誌　　※3 Sumitomo Mitsui Value Added
（当行の信用コスト・資本コスト・経費控除後損益ベースの経営管理指標）


